
南伊勢町インターンシップ受入事業補助金交付要綱 

平成 29年 7月 6日 

南伊勢町告示第 85号 

改正 平成 30年 7月 13日南伊勢町告示第 59号 

（目的） 

第 1条 この要綱は、若者等の町内でのインターンシップの増加を図り、就業機会の拡大につ

なげることを目的とする南伊勢町インターンシップ受入事業補助金の交付について、南伊勢

町補助金等交付規則（平成 17年南伊勢町規則第 57号）に定めるもののほか、必要な事項を

定めるものとする。 

（用語の定義） 

第 2条 この要綱に定める用語の意義は、次のとおりとする。 

（1） 事業者 町内に事業所、事務所又は営業所等（以下「事業所等」という。）を有する個

人及び法人で、雇用保険法（昭和 49年法律第 116 号）第 5条第 1項に規定する適用事

業（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和 23 年法律第 122 号）第

2条第 1項に規定する風俗営業、同条第 5項に規定する性風俗関連特殊営業及び同条第

13項に規定する接客業務受託営業を除く。）を行う者をいう。 

（2） 若者等 満 18歳以上から満 45歳以下の者をいう。 

（3） インターンシップ 実施期間が 3 日以上、かつ、1 日当たり実働 4 時間以上（休憩時

間を含む。）の若者等の就労体験をいう。 

(4)  実習生 インターンシップを実施する若者等をいう。 

（補助対象者） 

第 3条 補助対象者は、次に掲げる条件を全て満たす事業者とする。 

(1)  前条にある事業者で、町税を滞納していないものであること。 

(2)  暴力団等及び暴力団員並びにこれらのものと社会的に非難されるべき関係を有するも

のでないこと。 

（補助対象事業） 

第 4条 この補助金の交付の対象となる事業は、次の各号を全て満たすものとする。 

（1） 町内の事業所等で実施されるインターンシップであること。 

（2） 事業者と実習生が雇用関係にないこと。 

（3） 実習生が事業者(法人の場合は代表者)の三親等以内の親族でないこと。 

（補助対象経費） 

第 5条 補助対象となる経費は、実習生の受入れに際し、補助対象者が負担した経費とする。 

2 第 1項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する経費は補助対象経費としない。 

（1） 実習生に支払った賃金、金券、報酬及びこれらに類するもの 

（2） 備品に係る経費 

（3） 飲食に係る経費 

（4） 当該補助金申請に係る経費 

（5） 前各号に掲げるもののほか、町長が補助の対象として不適当と認める経費 

（6） 補助金の対象となる経費に対し、別の補助金等を受けている場合又は受ける予定とな

っている場合 

（補助金の額） 

第 6 条 補助金の額は、補助対象経費の 10 分の 10（千円未満切捨て）以内の額とする。ただ



し、補助限度額は実習生 1人につき 1日当たり 5,000円（インターンシップ指導者の賃金相

当額は 1日 10,000円を上限とする。）とし、かつ、1事業者につき 1年度当たり 100,000円

を上限とする。 

（交付申請） 

第 7条 補助金の交付を受けようとする者は、南伊勢町インターンシップ受入事業補助金交付

申請書（様式第 1号）と次に掲げる書類を添付して、事業実施前に町長へ提出しなければな

らない。 

（1） 事業実施計画書（様式第 1号の 1） 

（2） 町税納税証明書 

（3） その他町長が特に必要と認める書類等 

（補助金の交付決定） 

第 8条 町長は、前条の規定により申請があったときは審査を行い、適当と認めたときは予算

の範囲内で補助金を交付することを決定し、申請者へその旨を通知（様式第 2号）するもの

とする。 

2 町長は、前項の通知を行う場合において必要と認めたときは、条件を付することができる。 

（計画の変更及び中止） 

第 9条 申請者は、前条に定める通知を受けた後に事業の内容、経費の配分、その他の事項の

変更（軽微な変更を除く。）をしようとする場合又は補助事業を中止し、若しくは廃止しよう

とする場合は、南伊勢町インターンシップ受入事業補助金変更交付申請書（様式第 3号、様

式第 3 号の 1）又は南伊勢町インターンシップ受入事業補助金中止（廃止）承認申請書（様

式第 4号）を町長へ提出しなければならない。 

2 前項の軽微な変更とは、補助金額に増額がなく補助目的の達成に支障がないと認められる場

合であって、補助対象経費の各費目における 20パーセント以内の変更をいう。 

3 町長は、第 1項の申請があったときは内容を審査し、適当と認めた場合は申請者へその旨を

通知（様式第 5号、様式第 5号の 1）するものとする。 

（実績報告の提出） 

第 10条 申請者は、補助事業が完了したときは、速やかに南伊勢町インターンシップ受入事業

補助金実績報告書（様式第 6号）と次に掲げる書類を添付して、町長へ提出しなければなら

ない。 

（1） 実習生名簿（様式第 6号の 1） 

（2） 収支計算書（様式第 6号の 2） 

（3） 事業実施を証するもの（写真等） 

（4） 実習生の写真付き身分証明証等の写し（学生証、運転免許証、パスポート等） 

（5） その他、町長が必要と認めた書類 

（補助金額の確定） 

第 11条 町長は、前条の実績報告を受けたときはその内容を審査し、適当と認めたときは補助

金の額を確定し、申請者へその旨を通知（様式第 7号）するものとする。 

（請求及び交付） 

第 12条 申請者は、前条の通知を受けた日から起算して 10日以内に、南伊勢町インターンシ

ップ受入事業補助金請求書（様式第 8号）を町長へ提出しなければならない。 

（補助金の支払い） 

第 13 条 町長は、前条の規定による請求書が提出されたときは、請求書を受理した日から 30



日以内に補助金を支払うものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、補助

金の交付を取り消し、返還を求めることができる。 

（1） 偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けたとき。 

（2） この要綱の規定に違反したとき。 

（補足） 

第 14条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この告示は、公布の日から施行する。 

   附 則(平成 30年 7月 13日南伊勢町告示第 59号) 

  この告示は、公布の日から施行する。 


